
中学校第２学年 国語科学習指導案 

 

１ 単元名 関わりの中で 

 

２ 指導の系統及び生徒の実態と本単元の意図 

（１）本単元に至るまでの指導の系統  

育成すべき国語の能力  

【指導事項（読むこと）】 
学習内容 

単元・教材名 

〈実施時期〉 

学習活動と関連する 

他領域等の指導 

・場面の展開や登場人   

 物などの描写に注意し 

 て読み、内容の理解に 

 役立てること。  

       （１年ウ） 

・登場人物の行動や 

 情景描写に表れた 

 心情理解・題名のも 

 つ意味 

「星の花が降るこ 

ろに」 〈１年９月〉 

「大人になれなかっ 

た弟たちに…」   

    〈１年９月〉 

【伝統的な言語文化

と国語の特質に関す

る事項】 

｢言葉を比べよう―

もっと『伝わる』表

現を目ざして｣ 

・言葉の微妙な違い 

 への気付き 

【話すこと・聞くこと】  

｢魅力的な提案をし

よう｣ 

・表現や構成の工夫 

・文章全体と部分との 

 関係、例示や描写の 

 効果、登場人物の行 

 動の意味などを考え 

 内容の理解に役立て 

 ること。  （２年イ） 

・登場人物の心情理解 

・関係の変化を読解 

 

「アイスプラネット」

    〈２年５月〉 

 

 

（２）生徒の実態と本単元の意図  

「言葉を比べよう―もっと『伝わる』表現を目ざして」では、「恋しい」と「なつかしい」

の例文を全員が発表し、二つの言葉の微妙な違いに気付き、考えを深められた。硬筆では全

員が集中して取り組み、質の高い作品を仕上げることができた。多くの生徒が、仲間と協力

し、全員で学び合うことの大切さを感じられる一方、授業中に積極的に発言しない生徒も見

受けられるので、全員が参加する雰囲気を醸成していく必要がある。 

本教材は、小学３年生の少年を語り手に据えて進行する。作者は少年の視点に潜り込み、

少年を巡る生活のイメージと情感を生き生きと描き出している。一日半しか休みがもらえな

い中、眠りを寸断してまでえびフライを持って帰ってきた父親の優しさや家族の温かさに触

れて、えびフライは少年にとって特別なものになっていく。父親との別れが辛いのをこらえ

ていた時にふと口をついてしまった「えんびフライ」という言葉には、父親の愛情を感じ取

り、父親を思う少年の気持ちが表れている。 

時代背景、父親の心情、方言の効果など学習を積み重ねることによって、少年にとってえ

びフライが特別なものであることに気付かせ、別れ際に「えんびフライ」と言ってしまった

少年の心情を捉えさせたい。グループでの音読、インタビュー、話合いなどの言語活動を通

して学習を深めさせたい。 
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３ 単元の目標 

（１）作品から読み取れる登場人物の人柄や心情について、自分の考えや感想をまとめようとし   

    ている。                          （関心・意欲・態度） 

（２）文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えをまとめることが  

  できる。                                 （読むこと） 

（３）登場人物の言動や描写に着目して、人柄や心情を捉えることができる。  （読むこと）                                

（４）作品特有の語句の意味や語感を、文脈の中で的確に捉えることができる。 

                      （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

 

４ 人権教育上のねらい（普遍的な人権課題「人間の尊厳・価値の尊重」） 

  人々の文化や生き方に興味・関心を寄せ、自他を尊重する精神を養う。 

 

５ 人権教育上の視点 

  他者の文化や生き方に豊かな感性や想像力を働かせ、共感的に理解することができる。    

  （技能）                 

 

６ 単元の評価規準や学習活動に即した評価規準    

    

 ア 国語への関心・意欲・態度  エ 読むこと オ 言語についての知識・理解・技能 

単
元
の
評
価
規
準 

・作品から読み取れる登場人  

 物の人柄や心情について、  

 自分の考えや感想をまとめ 

 ようとしている。 

・文章の構成や展開、表現の  

 仕方について、根拠を明確 

 にして自分の考えをまと 

 めている。 

・登場人物の言動や描写に着 

 目して、人柄や心情を捉え  

 ている。 

・作品特有の語句の意味 

 や語感を文脈の中で的 

 確に捉えている。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

① 文章表現を根拠に、自分 

  の考えをもとうとしてい 

  る。 

②  話合い活動等で積極的に 

  交流し、自分の考えを深 

  めようとしている。 

 

 

① 印象に残った場面につい 

  て作品の構成や表現の仕 

  方に着目して自分の考え 

  をまとめている。 

② 描写の効果や人物の言動 

  を表現に即して読み取り、 

  人柄や心情を捉えている。 

 

① 語句の意味や用法を理

解している。 

② 作品に使われている方

言の意味を文脈の中で

的確に捉え、その語感

について自分の考えを

形成している。 
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７ 指導と評価の計画（全６時間） 

時 主な学習活動 学習内容 評価規準・評価方法 

１ 

 

 

 

〇作品を通読し、初発の感想を書く。 

〇意味を調べ、語句の意味を知る。 

・全体の内容の把握 

・初発の感想 

・意味調べ 

アの① 

エの① 

オの① 

・ノートによる考察 

２ 

 

 

 

〇登場人物を確認する。 

〇文章の構成とあらすじを確認す 

 る。 

 

・初発の感想の共有 

・文章の構成とあらすじ  

・登場人物の確認 

アの② 

エの①② 

・発言の様子や態度の観察 

・発表内容による考察 

３ 

 

 

〇えびフライを持って帰ってきた父 

 の思いを読み取る。 

・叙述からの心情の読 

 み取り 

 

アの① 

エの② 

・発言の様子や態度の観察 

・ノートによる考察 

４ 〇方言の効果を考える。 ・グループでの音読 

 （方言を共通語に直 

 して） 

・グループでの音読 

 （方言で） 

・方言が使われること 

 の効果 

アの② 

オの② 

・発言の様子や態度の観察 

・ノートによる考察 

５ 〇「僕」へのインタビューの答えを 

 考える。 

〇作品の中における「えびフライ」 

 と「えんびフライ」の使い分けに 

 ついて考える。 

・インタビューの内容 

・表現の違い 

アの① 

エの② 

・発言の様子や態度の観察 

・ワークシートによる考 

 察 

 

６ 

本

時  

〇「僕」にインタビューをし合う。  

〇「えんびフライ」と言ってしまっ 

 た「僕」の心情を読み取る。 

・インタビューの内容 

・叙述からの心情の読 

 み取り 

アの② 

エの② 

・発言の様子や態度の観察 

・ノートによる考察 

 

 

８ 本時の学習指導（本時 ６／６時） 

（１）目標 

・話合い活動で積極的に交流し、自分の考えを深めようとしている。（関心・意欲・態度） 

・描写の効果や人物の言動を表現に即して読み取り、心情を捉えることができる。（読むこと） 
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（２）展開                             ◎人権教育上の配慮 

学 習 活 動 学 習 内 容 指導と評価の創意工夫 

１ 前時に行ったことを振り 

  返る。（ワークシート） 

  

 

２ 本時の学習課題をつかむ。 

   

 

 

 

３ 場面三を音読する。 

 

 

４ 「僕」が「えんびフライ」 

  と言ってしまった理由を  

  予想する。 

 

 

 

 

 

５ 「僕」へのインタビュー     

  をし合い、「僕」の心情に   

  せまる。【班】→【全体】 

 

（１） ４人班を作り、役割を

決めてインタビューを

し合う。  

（２）３つの場面の「僕」の 

   心情について、班でよ 

   り適した表現を考え 

る。 

（３）      

    

 

 

 

 

・前回の学習の振り返り 

 

 

 

・学習課題の確認 

 

 

 

 

・文章内容の理解 

 

 

・叙述からの読み取り 

 

 

〇また買ってきてほしいか  

 ら。 

〇父親に頭を揺さぶられて混 

 乱したから。 

 

・心情の理解  

 

 

〇お父さんがえびフライを持 

 って帰ってきた時、どんな 

 気持ちでしたか。→うれし 

 い。驚き。父への感謝。 

〇えびフライを食べている時 

 どんな気持ちでしたか。 

 →えびフライはおいしい 

 し、久しぶりに家族４人で 

 食事ができて幸せ。楽しい。 

〇お父さんが一日半で帰って 

 しまうと知り、見送りに行 

 った時、どんな気持ちでし 

 たか。→寂しい。もっとい 

 てほしい。 

・前回書いたインタビューのワ 

 ークシートを配付する。 

 

 

・本時の学習の見通しをもたせ 

 る。 

 

 

 

・音読することで内容を確認さ 

 せる。 

 

・この時間での考えの変化や深 

 まりを見るために、一人一人 

 予想させる。 

・無意識に出てきたということ 

 は、それが印象に残っていた 

 からであることに気付かせ 

 る。 

 

・ワークシートにメモを取りな 

 がら活動させる。 

 

・インタビュ―し、話し合うこ 

とで、えびフライを持って帰 

ってきた父親の愛情を感じ

たこと、家族で過ごした時間

が楽しかったこと、父親が帰

ってしまうのが本当は寂し

かったことに気付かせる。 

 

◎インタビューをし合うとき

には、登場人物のとった行動

の描写に視点をあてるよう

指示する。（技能） 

 

  

（予想される生徒の反応） 

【学習課題】 父との別れ際に、「僕」はなぜ「えんびフライ」と言ってしまったのだろう。 

 

（予想されるインタビュー 

  の内容） 
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班ごとに発表し、全体

で共有する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 「僕」が「えんびフライ」               

  と言ってしまった理由を 

  書く。【個人】→【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 本時の学習を振り返る。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・心情の理解 

 

 

・「僕」が「えんびフライ」と  

 言ってしまった理由 

〇父親が一日半しかいられず 

 に帰ってしまうのがとても 

 寂しくて、父の愛情や家族 

 の楽しい時間の思い出のつ 

 まった「えんびフライ」が 

 つい口をついて出てしまっ 

 たから。 

 

 

・自己評価カードの記入 

 

評価場面１  

〈具体の評価規準〉 

・アの② ・エの② 

〈評価方法〉 

・課題への取組の様子 

・ワークシートによる考察 

 

〈手だて〉 

・他の人の意見を聞き、メモを  

取らせる。 

 

 

 

 

評価場面２  

〈具体の評価規準〉 

・エの② 

〈評価方法〉 

・ノートによる考察 

〈手だて〉 

・５の活動で出てきたキーワー   

 ドを使って書かせる。 

 

 

 

 

・４の活動で書いたものと６の 

 活動で書いたものを比較さ 

 せ、学習の深まりや学習によ 

 る変化に気付かせる。 

 

 

（予想される生徒の反応） 
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